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診断とHILテストの一体化
ECUソフトウエアのHIL（Hardware-in-the-Loop）テス
トにECU診断を統合することは、ますます重要になって
います。これは、まず、診断ソフトウエアは、ソフトウエア全
体のクリティカルなコンポーネントで、ほかのすべてのアプ
リケーションソフトウエアと同じ品質保証手順を通過する
必要があるからです。また、診断機能はHILテストに役立
ちます。たとえば、テストシナリオ内からECUのフォールト

メモリの読み取りと消去を自動化するために使用できます。
AutomationDesk は、さまざまなソフトウエアツールに
対応できる自動HILテスト向けの標準ソリューションです。
AutomationDeskが対応するツールには、計測、適合お
よび診断ツールであるCalDesk、Softing 社製のDTSや
EDIABASなどの診断ツール、およびRAConsult 社製の
VAG TesterやDiagRAなどがあります。
 

製品情報

シングルソースでテストから
診断まで
dSPACEのテスト管理ソフトウエアAutomationDeskのVersion 1.4には、診断とHIL（Hardware-in-
the-Loop）テスト機能が付属しています。AutomationDeskを使用して、dSPACEの汎用的な計測および適
合ソフトウエアCalDeskの診断機能をリモート制御および自動化できます。つまり、1つのソフトウエアからの
HILテスト、ECU適合、計測タスク、および診断用の完全に統合されたツールチェーンを使用でき、やっかいな
互換性の問題は過去のものとなりました。

CalDeskによる診断の新しいリモート制御
AutomationDesk 1.4を使用すると、旧バージョンで
も可能だった計測および適合タスクの自動化に加え、
CalDeskのODXベースの診断機能の自動化およびリモー
ト制御もできるようになりました。AutomationDesk 1.4
は、ASAM-MCD 3D自動化インターフェース経由で
CalDeskにアクセスできます。テストシーケンスは、新しい
CalDesk ECU Diagnostics Access Libraryを使用し

て、AutomationDesk で 慣
れ親しんだ方法でグラフィカ
ルに構築できます。CalDesk 
ECU Diagnostics Access 
Library は、CalDesk の 診
断機能へのアクセスを自動化
するために必要なブロックの
AutomationDeskライブラ
リです。

1つのソフトウエアから 
すべてのツールを使用
CalDesk と Automation-
Deskを使用すると、複数の
ベンダーのツールを統合す
る必要がある場合に実際に
よく起こる難しい互換性の問
題を避けられます。dSPACE

は、HILシステムおよび計測、適合、および診断ツール
を単独で提供するため、面倒な問題は起こりません。
AutomationDeskとCalDeskのスムーズな相互作用が、
HILテストを成功させるための土台です。

 AutomationDesk 
からCalDesk 診断 
機能のリモート制御

 ASAM-MCD 3D
（Version 2.0.1）に
準拠

 ODXベースの診断

 AutomationDeskと
CalDesk 間のインターフェース


